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三．カードの素材は、どんなものがあるの？

　　今度は、素材の違いをみてみましょう。

【素材の種類について】

　　①紙カード

　　　　従来から、最も多く使用されてきているカードです。

　　　　紙厚は、おおむね１１０ｋｇから１３０ｋｇ（はがきの厚さに相当）のアート紙を使用します。

　　　　　・・紙厚は「規格サイズ用紙　１０００枚時の紙の重さ」で表現いたします。

　　　　価格が安価で、少量でも作成できるので、「スタンプカード」や「メンバーズカード」、「病院の診察券」などにも

使用されています。

　　　②プラスチックカード

印刷適性にも優れ、カードの質感もありますので、「メンバーズカード」と言えば、「プラスチックカード」のこと

を言うことが多いようです。

素材は、通常、ＰＶＣ（ポリ塩化ビニール・通称塩ビ）を使用しています。

・・最近では、一部にＰＶＣ以外の素材も使用されていますが、多くのカードは、ＰＶＣを使用しています。

カードの規格としては、「クレジットカード」に準じる規格（サイズ・厚み）のものを使用いたします。

　　　　※磁気テープ付のものや、浮き出し文字を使用したものなどもあります。

　　　　〔作成単位および価格〕

　　　　　※作成単位は１０００枚以上がおすすめです。

　　　　　※価格の目安としては　表４色・裏１色　１０００枚にて、＠２００円[税別]前後となります。

◆また、プラスチックカードの厚みは、０．４８ｍｍ厚のものも作成が可能でございます。

携帯に際して「かさばらない厚み」をご希望される場合に、おすすめいたします。

　　　　　※ただし、「クレジットカード」の規格には準拠していませんので、「磁気カード」として、ご使用いただくことは

できません。

　　　③ＰＥＴカード

　　　　ポイントカードとして、おもに使用されています。

　　　　素材としては、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）を使用しています。

　　　　カードの厚みは０．２５ｍｍ厚となっています。

　　　　利用ごとにポイントが書き換えられる「リライトカード」や「ハイウェイカード」などのように利用履歴が書き込ま

れていくタイプなどがあります。

　　　　〔作成単位および価格〕

　　　　　※作成単位は３０００枚から１０，０００枚以上がおすすめです。

　　　　　※価格の目安としては　表１色・裏１色　３０００枚にて、＠１５０円[税別]前後となります。
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